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一
生
青
春
宣
言
！

　

～
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
未
来
の
た
め
に
～



227.5.1 広報

▲ 講師の先生の説明を熱心に聞く会員
の皆さん（生きがいと創造の事業）

100歳体操の様子。一人ではくじけそう
な体操でも、仲間と取り組めば笑顔が
こぼれます。（通町「無駄骨会」）

い
き
い
き
暮
ら
す
、

そ
の
秘
訣
と
は
？

　
「
今
、
い
き
い
き
と
毎
日
を
過
ご
す
お

年
寄
り
が
増
え
て
い
る
」
と
聞
き
、
訪
れ

た
の
は
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
絵
画
室
。

こ
こ
で
月
２
回
開
か
れ
て
い
る
の
が
「
生

き
が
い
と
創
造
の
事
業
」
の
水
墨
画
部
会

で
す
。

　

講
師
の
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
課
題
に
取
り
組
む
姿
は
真
剣

そ
の
も
の
。
墨
の
濃
淡
と
繊
細
な
筆
使

い
で
描
く
水
墨
画
は
、
す
ぐ
に
上
達
す

る
も
の
で
は
な
い
と
言
い
ま
す
。

　

84
歳
の
男
性
は
「
水
墨
画
は
奥
が
深

い
。
と
き
ど
き
休
み
な
が
ら
も
続
け
て
い

ま
す
。
仲
間
と
会
う
の
も
楽
し
み
」
と
の

こ
と
。
ま
た
、
別
の
女
性
は
「
展
覧
会
に

向
け
た
制
作
は
忙
し
い
け
れ
ど
、
や
り
が

い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
お
茶
の
時
間

も
楽
し
み
の
一
つ
」
と
話
し
、
作
品
作
り

や
発
表
活
動
を
と
お
し
て
、
毎
日
を
楽
し

ん
で
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

仲
間
と
と
も
に
生
涯
に
渡
っ
て
学
び

続
け
る
こ
と
。
そ
れ
が
い
く
つ
に
な
っ

て
も
い
き
い
き
と
過
ご
す
秘
訣
の
よ
う

で
す
。

一
生
青
春
宣
言
！

　

～
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　

未
来
の
た
め
に
～

老
い
は
誰
に
で
も
訪
れ
る
も
の
。

で
も
、
せ
っ
か
く
の
人
生
、

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
笑
顔
で
長
生
き
し
た
い
も
の
で
す
。

市
で
は
「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
生
涯
に
渡
っ
て
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

市
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集
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▲指先と脳を使う麻雀は認知症の予防効果も。（通町「無駄骨会」）

▲ 【左】自慢の作品と一緒に。　【右】「なかなか上達しない」
と真剣に課題に取り組む男性（生きがいと創造の事業）

地域での介護予防に！

無料講座無料講座のご案内

皆さんの地区に職員を派遣して、講座を
行います。町内会の集まりなどの際には
ぜひご利用ください。

　　まずやってみっぺ！！
　　いきいき100歳体操

「運動はしたい
けど一人ではつ
まらない」「近
くに近所の人
が集まって楽し
く体を動かせ
る場所があればいいな」と感じている人。
仲間を誘って、お近くの公民館、集会
所でまずは体験してみませんか。自主
的な活動の支援を行います。（３人以上
から申込み可）

　　ココカラ元気アップ講座
こころとからだを元気にするために、簡
単な運動を紹介します。今話題の「ロコ
モ・ロコトレ・ロコチェック」も紹介し
ますよ♪（５人以上から申込み可）

　　認知症サポーター養成講座
認知症を正しく理解し、認知症の人や家
族を温かく見守る応援者になりませんか。
受講者にはオレンジリングプレゼント！
（５人以上から申込み可）

1

2

3

目
指
せ
、
元
気
な
１
０
０
歳
。

み
ん
な
で
活
動
中
！

　

仲
間
と
集
い
、
笑
う
だ
け
で
も
毎
日

の
活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
そ
こ
に

「
運
動
」
を
取
り
入
れ
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

通
町
の
「
無む

駄だ

骨ぼ
ね

会か
い

」
は
月
に
１
回
程

度
、
将
棋
や
麻
雀
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を

行
う
高
齢
者
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
こ
こ
で

は
、
昨
年
９
月
か
ら
活
動
の
中
に
「
い

き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
こ
の
体
操
は
「
元
気
に
動
け
る

１
０
０
歳
」
を
目
指
し
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
で
き
る
も
の
で
す
。

　

無
駄
骨
会
で
は
、
普
段
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
流
し
、
一
人
が
体
操
を
始
め
る
と
、

周
り
の
人
も
始
め
る
傾
向
が
あ
る
と
の

こ
と
。
体
操
の
輪
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
ま
す
。

さ
あ
、
始
め
ま
し
ょ
う
！

　

一
人
で
は
な
か
な
か
き
っ
か
け
が
な

い
と
い
う
人
も
、
仲
間
と
一
緒
で
あ
れ

ば
続
け
や
す
い
も
の
で
す
。
元
気
で
生

活
す
る
に
は
日
頃
の
積
み
重
ね
が
大
切
。

　

さ
あ
、
皆
さ
ん
も
仲
間
を
誘
い
、
身

近
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

生きがいと創造の事業 とは？

仲間と一緒に創造的活動をすることによる
生きがいづくりを目的に開催しています。
■対象／市内在住の60歳以上の人
■開催種目／陶芸、籐づる、木彫、園芸、
　手芸、水墨画、日本画
■会場／すこやかセンター　■会費／実費
■問合せ／高齢福祉課高齢者福祉係 ☎22-5111

■問合せ／高齢福祉課地域包括支援係
　　　　　　　　　　　　☎22-5111

る
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一生

青春宣言！

特集

あ
な
た
の
心
と
体
は
大
丈
夫
？

　

心コ
コ

・
体カ

ラ

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
を
郵
送
し
ま
す

No.
1
2
3
4
5
6
7
8

質　問　項　目 回答欄
はい：0　いいえ：1
はい：0　いいえ：1
はい：0　いいえ：1
はい：1　 いいえ：0
はい：1　 いいえ：0
はい：1　 いいえ：0
はい：1　 いいえ：0
はい：1　 いいえ：0

点 点

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

心コ
コ

・
体カ
ラ

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
（
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
は
、
現
在
の
健
康

状
態
や
日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
、
心

身
機
能
に
低
下
が
み
ら
れ
る
人
を
早
期

発
見
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
対
処
方
法

を
習
得
し
日
常
生
活
に
お
い
て
実
践
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
郵
送
対
象
者
に
は
５
月
上

旬
頃
に
お
送
り
し
ま
す
。
自
分
の
か
ら

だ
や
心
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
25

の
項
目
に
「
は
い
」「
い
い
え
」
の
ど
ち

ら
か
に
○
を
付
け
、
返
信
し
て
く
だ
さ

い
。
心
・
体
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
ご
記

入
い
た
だ
い
た
人
に
は
、
結
果
と
ア
ド

バ
イ
ス
票
を
郵
送
し
ま
す
。

心
と
体
の
老
化
を
防
ぐ

介
護
予
防
を
！

　

年
齢
と
と
も
に
現
れ
る
「
心
身
の
老

化
」。
年
だ
か
ら
と
放
っ
て
お
く
と
、
寝

心
ココ

・体
カラ

セルフチェックの一部を紹介します
自分のからだの状態をチェックしてみましょう！

　平成27年度は次の人に郵送します
４月１日現在、満75歳以上で、誕生月が８～11月の人
（現在、要支援・要介護認定を受けている人、申請中の人は除きます）
※郵送対象者以外の人で、「心・体セルフチェック」の記入を希望する人は
　高齢福祉課地域包括支援係にご連絡ください。

た
き
り
や
認
知
症
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
生
涯
に
渡
っ
て
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
心
と
体

の
老
化
を
防
ぐ
生
活
が
大
切
で
す
。

　

心コ
コ

・
体カ
ラ

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
心
身
の

機
能
低
下
が
見
ら
れ
た
人
に
は
、
体
力

低
下
を
防
止
す
る
た
め
の
様
々
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
「
よ
ね
ざ
わ
元
気
塾
」
の

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
元
気
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
一
緒
に
活
動
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。　

❶

❷
❸

❹
❺

❻

❶

❷
❸❸

❻

機能低下のイメージ

■
問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
☎
（
22
）
５
１
１
１
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「よねざわ元気塾」には
心身の状態に合わせて、４つのコースがあります

心コ
コ

・
体カ

ラ

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で

心
身
の
機
能
低
下
が
み
ら
れ
た
人
に
は
、

「
よ
ね
ざ
わ
元
気
塾
」
の
案
内
を
お
送
り
し
ま
す

コース名

運動コース

栄養コース

お口
くち

コース

訪問コース

◆　実施場所

◆　参加費用

◆　参加対象者

◆　参加申込締切

市内委託事業所(スポーツクラブ、通所介護予防事業所、接
骨院、訪問看護ステーション)

１回の利用につき、400円（訪問コースは500円）

心・体セルフチェックの結果、心身機能低下がみられる人

12月15日㈫

参加回数／期間

24回／３か月
（週２回）

８回／６か月
（月１～２回）

６回／３か月
（月２回）

６回／３か月
（月２回）

内容

ストレッチやバランス運動、器具を用いてのト
レーニングを行い、筋力をアップさせる方法を
学びます。

今の食生活をふり返り、栄養の偏りや不足を防
ぐための食事や調理方法について学びます。

歯の病気や肺炎（誤
ご

嚥
えん

性）にならずに食事や会
話を楽しめるよう、お口の健康状態や噛む力、
飲み込む力をアップさせる方法を学びます。

自宅に閉じこもりがちな人や認知面で心配があ
る人に対し、看護師などが訪問して、生活全般
を活性化する働きかけを行います。

半数以上の人が参加前に比

べて改善していることが分

かります。

74％74％
76％76％
56％56％

歩行速度
片足立ち
握力

～運動コース参加者207人の
　　　　体力測定の結果から～

参加後に改善した人の割合

恐るべし！恐るべし！
　元気塾効果！　元気塾効果！

運動コース

お口
くち

コース

元気塾の様子をのぞいてみましょう！

自宅で簡単にできる運動をお伝

えします。

咀しゃくガムで自分の噛む力を判

定したり、食体験により、食べる

工夫、楽しさを学びます。

歯科衛生士により、お口のケアが誤

嚥性肺炎や認知症につながることを

クイズ形式で楽しく説明しています。

トレーニング機器を使用し、腹筋

や足の筋力を強くします。

送迎付き

よねざわ元気塾で

心も体も

   い
きいき！
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策
定
の
経
緯
と
基
本
理
念

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
被
保
険
者
、
知
識
経
験
者
、

関
係
団
体
の
代
表
な
ど
か
ら
な
る
米
沢

市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と

暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
基
本

理
念
に
か
か
げ
、
平
成
27
〜
29
年
度
を

計
画
期
間
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
基
本
理
念
の
達
成
・
実
現
の

た
め
に
５
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、
高

齢
化
の
進
展
へ
の
対
応
や
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
す
た
め
の
施

策
・
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
の

見
込
み
と
保
険
料

　

将
来
人
口
の
推
計
を
見
る
と
、
総
人

口
が
減
少
す
る
中
、
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
の
数
は
、
今
後
も
伸

び
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に

伴
い
要
介
護
認
定
者
（
支
援
や
介
護
を

必
要
と
す
る
人
）
の
数
も
、
年
々
増
加
し

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。【
表
１
】

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
で

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
27
～
29
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た

区分
15歳未満
15歳以上65歳未満
（40歳以上65歳未満）

65歳以上
総人口
高齢化率

区分
要介護認定者数
認定率

H27
10,624人
49,505人
28,118人
24,098人
84,227人
28.6％

H27
4,691人
19.5％

H28
10,340人
48,616人
27,731人
24,342人
83,298人
29.2％

H28
4,801人
19.7％

H29
10,085人
47,718人
27,283人
24,546人
82,349人
29.8％

H29
4,950人
20.2％

【表１】将来の推計

　平成22 ～26年までの人
口変動をもとに、住民基本
台帳人口を用いて推計しま
した。
　総人口が減少する中、65

歳以上の人
の数は、今
後も伸びる
傾向にあり
ます。

高齢者がいきいきと暮らす
まちづくりの推進主な事業

生きがいと創造の事業、
敬老祝金支給事業、高齢者への
就業支援　など

基本理念の達成・実現の
ために、次の５つの基本
目標に取り組みます

主な事業
介護予防普及啓発事業、介護予防事業
（一次予防・二次予防）の推進　など

主な事業
地域包括ケアシステムの構築
利用者負担の軽減　など

人口の推計

要介護認定者の推計

主な事業
高齢者いきいきデイサービス事業、
地域密着型サービス　など

主な事業
成年後見制度推進事業・高齢者虐待
防止　など

活動的で自立した

その人らしい暮らしづくりを

支援します

必要に応じた支援を
提供します

自立と
安心な暮らしのための
サービスを提供します

基本理念

尊厳のある暮らしを
支援します

１

2 3

4 5

生きがいづくりと
社会参加を支援します

一生

青春宣言！

特集

■
問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課
事
業
管
理
係
☎
（
22
）
５
１
１
１
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は
、
要
介
護
認
定
者
の
増
加
や
重
度
化
に

伴
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
な
ど
を
背

景
に
、
介
護
保
険
事
業
費
が
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。【
図
１
】

　

こ
の
介
護
保
険
事
業
費
の
一
定
割
合

は
第
一
号
被
保
険
者
に
は
「
介
護
保
険

料
」
と
し
て
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
第
６
期
計
画
期
間
の
保
険

料
設
定
で
は
、
基
金
の
繰
入
れ
な
ど
の
保

険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
対
策
を
講
じ
て

も
、
今
後
の
安
定
的
な
介
護
保
険
制
度
の

運
営
の
た
め
に
は
、
保
険
料
の
増
額
は
避

け
ら
れ
な
い
見
通
し
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
保
険
料
負
担

を
よ
り
所
得
に
配
慮
し
た
も
の
に
す
る

た
め
、
保
険
料
段
階
を
１
段
階
増
や
し
、

細
分
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
所
得
の
低
い

人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
公
費
を
投

入
し
、
市
民
税
世
帯
非
課
税
者
の
保
険
料

を
減
額
し
ま
す
（
平
成
27
・
28
年
度
は
第

１
段
階
の
保
険
料
を
、
平
成
29
年
度
は

１
〜
３
段
階
の
保
険
料
を
減
額
し
ま
す
）。

【
表
２
】

　

今
後
も
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
給

付
の
適
正
化
・
介
護
予
防
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

0 10 20 30 40 50 60 70 80
( 億円 )

施設サービス地域密着型サービス居宅サービス

H29

H28

H27

H26

H25

H24 32 億 9,800 万32 億 9,800 万 9 億 8,500 万9 億 8,500 万 25 億 3,600 万25 億 3,600 万

33 億 9,700 万33 億 9,700 万 10 億 7,600 万10 億 7,600 万 25 億 7,900 万25 億 7,900 万

34 億 7,700 万34 億 7,700 万 11 億 4,300 万11 億 4,300 万 26 億 6,200 万26 億 6,200 万

35 億 400 万35 億 400 万 12 億 7,300 万12 億 7,300 万 26 億 2,100 万26 億 2,100 万

35 億 8,500 万35 億 8,500 万 13 億 5,500 万13 億 5,500 万 26 億 2,100 万26 億 2,100 万

35 億 9,500 万35 億 9,500 万 14 億 4,200 万14 億 4,200 万 26 億 2,300 万26 億 2,300 万

（年度）

一定以上所得がある人の
自己負担割合が変わります

　介護保険制度の持続可能性を高めるため、

平成27年８月から、一定以上の所得のある

人の介護保険の自己負担割合が、これまでの

１割負担から２割負担に変わります。７月下

旬に介護保険の認定を受けている人全員に、

自己負担の割合を記載した「負担割合証」を

お送りします。皆さんのご理解、ご協力をお

願いします。

【表２】新しい保険料の仕組み
平成27年度からの介護保険料を改定しました

　　　
　　　対象者

●老齢福祉年金受給者、生活保護受給者

●合計所得金額＋課税年金収入が80万円以下

●合計所得金額＋課税年金収入額が

　80万円を超えて120万円以下

●第１段階、第２段階以外

本人の合計所得金額＋課税年金収入額が

80万円以下

第４段階以外

合計所得金額が120万円未満

120万円以上190万円未満

190万円以上290万円未満

290万円以上400万円未満

400万円以上600万円未満

600万円以上

負担割合
基準額×0.50

H27・28は×0.45

H29は×0.30

基準額×0.75

H29は×0.50

基準額×0.75

H29は0.70

基準額×0.90

基準額×1.00

基準額×1.20

基準額×1.30

基準額×1.50

基準額×1.70

基準額×1.85

基準額×2.00

保険料年額
34,500円

31,000円

20,700円

51,700円

34,500円

51,700円

48,300円

62,100円

69,000円

82,800円

89,700円

103,500円

117,300円

127,600円

138,000円

保険料年額

31,300円

43,800円

47,000円

56,400円

62,700円

75,200円

81,500円

100,300円

119,100円

【図１】第６期計画期間の介護保険事業費

段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
第６段階
第７段階
第８段階
第９段階
第10段階
第11段階

本
人
が
市
民
税
課
税
者

本
人
が

市
民
税

非
課
税
者

世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
者

改正後 改正前（参考）

基準額：年額69,000円　（月額5,750円）

※第１段階の人は平成27 ～29年の保険料を、第２・３段階の人は平成29年の保険料を減額します。
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3/22・4/7
 上郷小浅川分校閉校式・本校入学式

　上郷小学校
浅川分校で行
われた閉校式。
141年の歴史
があり、県内
最後の小学校
分校でしたが、
幕を下ろすこ
とになりまし

た。この日は、これまで勤めてきた先生や卒業生、地
域の人たちが一堂に集結。全員で呼びかけや合唱を行
い、校舎との別れを惜しみました。
　そして、４月。本校では分校児童も加わって、入学
式が行われました。通学範囲が広がったため、新たに
スクールバスも導入。子どもたちは、元気に通学を始
めています。

3/28
　３期生も加わり、新曲を発表

　Ai-Girlsの新曲発表会が置賜総合文化センターで開
催されました。本市の協働モデル事業として始まった
Ai-Girlsは、４月から新体制でスタートしました。３期
生２人も新たに加わり、新曲「so sweet ～君と～」を
発表。今後の活躍がますます楽しみですね。

4/2
　米沢牛、今年も高値で取引

　今年度初めての米沢牛枝肉市場（第27回米沢牛枝肉共
励会）が、㈱米沢食肉公社で開催されました。最優秀賞
を獲得したのは、㈱米澤佐藤畜産の生産した黒毛和種
の牝で、約530万円で落札。この日は75頭がセリにかけ
られ、例年以上の高値で取引されました。

広
告



9 27.5.1広報

「まちの話題」では取り上げてほしい写真や情報をお待ちしています。
お気軽にお問い合わせください。　■問合せ／秘書広報課広報広聴係 ☎22-5111

4/13
　上杉まつりで使う“わらじ”を寄贈

　市役所を訪れ、わらじを寄贈したのは、田園工房木和
田の渡部浩栄さん。平成23年から毎年寄贈されている渡
部さんは、150足のわらじを昨年12月からコツコツ作り
続けてきました。上杉まつりでは、軍団行列や川中島合
戦などで使用されます。皆さんぜひ、武者たちの足元に
注目してくださいね。

4/4
　“いつでも花日和”の山形に来てね

　今年で９回目を迎えた「やまが
た花回廊キャンペーン」。この日
は、米沢駅でオープニングセレモ
ニーが行われました。
　１日駅長に任命されたのは、米
沢観光物産協会の青木一成さん、
興譲小学校２年の三輪亮人さん、
鈴木寧夢さんの３人。ホームに山
形新幹線が到着すると、ジュー
スや玉こんにゃくなどを振る舞い、

手を振って乗降客を歓迎しました。
　キャンペーンは、JR東日本と県内９市町がタイアップ
し、７月まで繰り広げられます。花や食などを楽しみに、
多くの観光客が、山形に足を運んでくださることが期待
されます。

4/18　　　　　YONEZAWA & WATARI
　続く“心の支援”－ＪＯＹフェス

　米沢青年会議所では、震災直後から宮城県亘理町で
支援活動を続けています。「４年が過ぎた今だからこそ、
人と人とのつながりを大切にしたい」と、祭りを開催。
会場となった亘理町の佐藤記念体育館には、多くの人
が集まり、楽しいイベントを通して「米沢との絆」そ
して「町民同士の絆」を深めました。

広
告

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
！

綿
あ
め
プ
レ
ゼ
ン
ト
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道の駅「（仮称）よねざわ」の基本計画を取りまとめました

■問合せ／商工課商業振興担当 ☎22-5111

基本コンセプトは「オール米沢（置賜）を体感・創造・発信する道の駅」

　

山
形
県
と
と
も
に
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
道
の
駅
「（
仮
称
）
よ
ね
ざ

わ
」
が
、
地
域
外
か
ら
活
力
を
呼
ぶ
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
全
国
35
か

所
の
重
点
「
道
の
駅
」
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
開

業
を
目
指
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

整
備
目
的

　

新
道
の
駅
は
、
本
市
や
置
賜
の
新
た

な
魅
力
の
創
造
と
発
信
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
道
の
駅
を
通
し
て
、
来
訪
者
の

増
加
や
新
た
な
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
、

地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

山
形
県
の
南
の
玄
関
口
に
設
置
す
る
道

の
駅
と
し
て
、
県
内
の
観
光
振
興
を
目

指
し
ま
す
。

整
備
方
針

　

基
本
コ
ン
セ
プ
ト「
オ
ー
ル
米
沢（
置

賜
）
を
体
感
・
創
造
・
発
信
す
る
道
の

駅
」
の
実
現
に
向
け
、
次
の
４
つ
の
整

備
方
針
を
設
定
し
ま
す
。

① 

山
形
県
の
南
の
玄
関
口
に
位
置
す
る

総
合
観
光
案
内
窓
口
の
道
の
駅

② 

県
内
各
地
区
を
結
び
、
県
内
観
光
を

支
援
す
る
交
通
結
節
点
の
道
の
駅

③ 

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
お

も
て
な
し
の
道
の
駅

④ 

地
域
産
業
を
振
興
し
、
地
域
の
元
気

を
創
る
道
の
駅

建
設
予
定
地

　

利
便
性
、
機
能
性
、
景
観
、
事
業
採

算
性
、
将
来
性
な
ど
の
観
点
か
ら
総
合

的
に
検
討
し
た
結
果
、
左
図
の
位
置
を

建
設
予
定
地
と
し
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
米

沢
中
央
Ｉ
Ｃ

に
隣
接
し
、

東
北
中
央
自

動
車
道
か
ら

直
接
乗
り
入

れ
す
る
こ
と

が
で
き
る
構

造
と
す
る
予

定
で
す
（
上

り
線
の
み
）。

導入施設
施設全体
駐車場

トイレ

総合観光案内

配置方針
ユニバーサルデザインに基づく設計
・ 施設を敷地中央に配置し、駐車場
から建物までの距離を短くし、歩
行者の安全性を確保します

・ 大型駐車場と小型駐車場を分けて、
車両動線の安全性を確保します

誰もが安心して快適に利用できるよ
う、十分な基数を設置します
外国人観光客への対応や周遊観光な
どの企画、案内をします

サイン

バ
ス

バ
ス

バ
ス

EV

バ
ス

バ
ス

バ
ス

配置案

配置方針
二次交通の乗り継ぎ拠点として、
パーク＆ライド、カーシェアスペー
スの設置を検討します
気軽に地元産の農畜産物などを利用
した食を楽しめる空間とします
本市だけでなく置賜地域の新鮮な地
場野菜を提供します
地域の農畜産物を活用した新たな商
品の開発による６次産業化を推進し
ます

導入施設
高速バス等停留所

カフェレストラン
（フードコート）
農畜産物直売コーナー

農畜産物加工施設

道の駅計画地

（仮称）米沢中央 IC

米沢工業高校国道 13 号

羽
黒
川

米
沢
七
中

東
北
中
央
自
動
車
道

施設概要

※ 基本設計・実施設計で配

置は変更になる場合があ

ります。

基本計画の詳しい内容についてはホームページに掲載しています
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セカンドホーム事業 参加家庭募集
■問合せ／総合政策課地域振興担当  ☎22-5111

地元大学の学生と交流しませんか？

　

セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム
事
業
と
は
、
米
沢

の
大
学
で
学
ぶ
学
生
と
市
民
と
の
交
流

を
応
援
す
る
事
業
で
す
。「
セ
カ
ン
ド

ホ
ー
ム
」
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
交
流

先
の
家
庭
が
、
実
の
家
庭
に
続
く
二
番

目
の
家
庭
＝
「
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム
」
の

よ
う
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
内
の
家
庭

と
の
交
流
を
通
し
て
、
潤
い
あ
る
、
有

意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
米
沢
が
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
な
り
、

卒
業
後
も
米
沢
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

全
国
に
米
沢
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
２
〜
３
人
１
組
の
学
生
さ
ん

を
ご
家
庭
に
招
待
し
て
、
夕
食
を
共
に

し
な
が
ら
交
流
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

参
加
家
庭
の
声

☆
私
た
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
！

☆ 

自
分
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
も
大
学
に
行

か
せ
た
の
で
、
多
分
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
も

あ
ろ
う
と
思
う
と
少
し
で
も
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
、
心
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆ 

毎
日
の
夫
婦
二
人
だ
け
の
夕
食
に
久
し
ぶ

り
に
孫
が
加
わ
っ
た
よ
う
な
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
学
生
の
声

☆ 

な
か
な
か
で
き
な
い
地
域
の
方
と
の
交

流
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。（
山
大
）

☆ 

久
し
ぶ
り
の
家
族
団
ら
ん
を
味
わ
え
た

し
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
栄
養
大
）

☆ 

訪
問
し
た
お
宅
で
は
「
米
沢
何
も
な
い

よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
け
ど
、
私
た

ち
の
方
か
ら
米
沢
の
よ
さ
を
伝
え
た
ら

と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
し
、
私
た
ち
も

改
め
て
良
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
米
短
）

セカンドホーム事業当日の流れ

18：00頃

　　学生が大学からご家庭へタクシー
　　で移動します。

18：30

　　ご家庭に到着！
　　晩ごはんを一緒にとりながら、交
　　流を楽しんでください。

21：00

　　帰宅の時間です。
　　迎えのタクシーが来て、学生をア
　　パートや大学まで送り、終了です。
　　※送迎のタクシーは市で手配します。

 後　日

　　セカンドホーム事業は、学生との
　　交流のきっかけ作りの場です。
　　事業終了後も交流を持っていただ
　　くなど、学生を温かく見守ってい
　　ただければ幸いです。

６月22日㈪～７月12日㈰のうちのいずれかの日  18時30分～ 21時

２～３人１組の学生（山形大学工学部・米沢栄養大学・米沢女子短
期大学の学生　※大学院生も含む）を市内の家庭に招待し、夕食を

ともにしながらの歓談を行い、市民と学生との交流のきっかけづく

りとします。

市内にお住まいで、学生との交流に興味がある家庭

電話・FAX・メールでご連絡をいただいた後、申込書を郵送します。

５月22日㈮

総合政策課学園都市推進室　☎ 22-5111　FAX 24-4540　
 【電子メール】seisaku-ka@city.yonezawa.yamagata.jp

　　　　　　　　　　　　　　秋には、市民と学生の交流イベントも企画しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご興味のある人は問合せ先までお気軽にご連絡ください。
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　町内会などの団体の申請に基づき、カーブミラーを
設置します。
■ 申請方法／環境生活課にある申請書に必要事項を記
入の上、設置申請地の略図を添えて申請してくださ
い。なお、設置申請地については土地所有者の承諾
が必要です。

※申請書は、市ホームページからダウンロード可。

■申請受付期間／
　５月15日㈮～29日㈮
■ 設置方法／受付期間終了後、設置申請
地を現地調査の上、危険度に応じて
優先順位をつけます。現地調査により
一面鏡または二面鏡の判断を行います。
設置予算を超える申請があった場合は、
設置できないことがありますので、予
めご了承願います。

受付します
カーブミラーの設置申請

　愛犬家の皆さんへ　
　犬を飼う場合は、狂犬病予防法により以下のことが
義務付けられています。市内の動物病院または市役所
で随時受付しています。※市役所は❶、❸のみ

❶飼犬の登録：生涯１回のみ、料金3,000円、要印鑑
❷ 狂犬病予防注射：毎年４～６月に１回、料金3,700
円以上　※各動物病院で異なります。

❸死亡・住所等変更（随時）の届出：無料、要印鑑

　予防注射等集合受付
 　右表をご覧ください。狂犬病予防注射料は3,200円で
す。
※ 上記❶～❸すべて受付を行います。ご来場の際は、お送りし

たはがきを必ずお持ちください。

※ お住まいの地域に関係なく、どの会場でも注射、届出などが

できます。

※ 会場は混み合います。飼い主は責任をもって犬を抑えつけて

ください。

※フンの始末を忘れずに行ってください。

※ 予防注射を受けさせなかった場合、または飼い犬に鑑札と注

射済票を付けておかなかった場合、飼い主に20万円以下の

罰金が課せられる場合があります。

　市内の動物病院

■ 補助対象／市内の自宅に住宅用太陽光発電システム
を設置する人、または住宅用太陽光発電システム付
きの新築建て売り住宅を購入する人　
■ 補助条件／①実施報告書の提出時に市内に住所があ
り、住宅を有している個人②市税の滞納がないこと
③申請時に補助事業に係る工事に着手していないこ
と④余剰配線により低圧配電線と逆潮流ありで連系
した発電システムを設置すること⑤次の補助金を受
けていないこと（ⓐ平成21 ～26年度米沢市住宅用太
陽光発電システム設置事業費補助金ⓑ平成21 ～23年
度米沢市住宅リフォーム促進事業費補助金ⓒ平成23
～27年度米沢市住宅リフォーム総合支援事業費補助
金）※詳しくは市ホームページをご覧ください。

■ 補助金額／設置する太陽電池最大出力値１kW当たり
10,000  円（上限40,000円）
■申込期限／平成28年１月29日㈮

News and Topics

Topic
1

Topic
3

Topic
2

お電話は米沢市役所 22-5111まで

申込・問合せ／環境生活課生活安全担当

導入を支援します
住宅用太陽光発電システム

申込・問合せ／環境生活課環境担当

狂犬病予防注射や犬の登録は忘れずに
会場

東部コミュニティセンター
通町児童遊園
米沢市児童会館
西部コミュニティセンター
米沢市営プール入口前
塩井コミュニティセンター
六郷コミュニティセンター
広幡コミュニティセンター
成島部落多目的集会所
田沢コミュニティセンター
JA舘山選果場
三沢コミュニティセンター
上矢野目公民館
窪田コミュニティセンター
JA置賜支店跡地（置賜駅前）
上郷コミュニティセンター
愛宕コミュニティセンター
南原コミュニティセンター
南部コミュニティセンター
芳泉学校記念館
東李山中組公民館
南原コミュニティセンター関分館
米沢スキー場（第一駐車場）
万世コミュニティセンター
片子公民館
山上コミュニティセンター
米沢市役所（正面玄関）
米沢市役所（正面玄関）

時間
09：00 ～10：00
10：30 ～11：30
13：30 ～14：15
14：45 ～15：45
 9：00 ～09：50
10：15 ～10：45
11：10 ～11：40
13：30 ～13：55
14：10 ～14：30
15：00 ～15：30
09：00 ～09：50
10：20 ～11：00
13：30 ～14：00
14：20 ～14：50
15：10 ～15：40
16：00 ～16：40
09：00 ～09：45
10：15 ～11：15
13：30 ～14：10
14：40 ～15：10
15：30 ～15：50
16：10 ～16：30
09：45 ～10：00
10：30 ～11：30
13：30 ～14：00
14：20 ～15：00
09：30 ～11：30
13：30 ～15：30

月日

５月11日㈪

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

17日㈰

佐藤ひさし動物病院（御廟２丁目7-13） ☎26-5488
北條動物病院（城北１丁目3-9） ☎23-7030
てらやま動物病院（金池７丁目3-3） ☎21-5778
米沢動物病院（花沢町１丁目9-95） ☎24-4911
さくらぎ動物病院（桜木町1-41-3） ☎24-7223 飼い犬が行方不明のときはすぐに置賜保健所☎22-3750へ

問合せ／環境生活課生活安全担当
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　まちづくりプラン大賞コンペティション
　　　　　　　　　優秀プランに総額80万円を助成！
　市民が主役のまちづくりに向け、市民の柔軟な発想
から、米沢を活気のあるまちにするユニークなアイディ
アを募集します。「地域のためにコレがしたい！」そん
なあなたのアイディアを実現するチャンスです。
■ 対象／ 観光、産業、文化、スポーツ、景観、環境保
全など、米沢のまちづくりに関する独自性のある企
画で実現可能なもの

㋐地域の歴史や文化・自然などの資源を生かした企画
㋑新規性のあるユニークな企画やユーモアあふれる企画
㋒地域を活性化し、にぎわいを演出する企画
㋓広域に情報発信できる企画
■応募資格／「まちづくり人財養成講座」を受講すること
　※過去に受講していれば可

■応募締切／10月１日㈭
■審査発表会／11月14日㈯ 　■会場／伝国の杜
　※詳細は市ホームページをご覧ください。

　まちづくり人財養成講座　受講者募集
　地域おこし・まちづくり・地域活性化にいきいきと活
動している人を講師に迎えて、自分達の手でまちを良く
しようとする市民参加型まちづくりプランをつくります
（７ 割以上参加した人には修了証をお渡しします）。
■会場／置賜総合文化センター 203研修室
■定員／100人（先着順）　■受講料／ 無料 
■ 申込／まちづくりプランナー創出実行委員会（社会
教育・体育課内）

６月４日㈭  18時45分～19時　開講式
19時～21時
「こうちゃんの幸せ簡単お料理レシピ」
幸せ料理研究家　相田幸二氏(こうちゃん)

６月８日㈪ 19時～21時
地域コミュニティ再生のヒントを探る
東北芸術工科大学准教授　岡崎エミ氏

６月18日㈭ 19時～21時
「市民が主役のまちづくり」市長 安部三十郎
26年度「まちづくりプラン大賞」受賞者活動報告

７月２日㈭ 19時～21時
夢の種まき楽校
東北芸術工科大学教授　松田道雄氏

７月10日㈮  19時～21時
「まちづくり・ひとづくりワークショップ」
宮城大学事業構想学部教授　宮原育子氏

７月16日㈭ 19時～21時
「つくっても売れない」時代に売れるように
するには　㈱ただいま 愛される商品開発会議
代表理事　佐藤翼氏

９月17日㈭  19時～21時
「まちづくり・ひとづくりワークショップ」
「まちづくりプラン大賞」受賞者に学ぶ
宮城大学事業構想学部教授　宮原育子氏

11月14日㈯ 13時～16時
まちづくりプラン大賞コンペティション

Topic
4 問合せ／社会教育・体育課生涯学習担当

地域を元気に
まちづくりプランをつくりませんか？

Topic
5 第51回市民芸術祭をお楽しみください

名称
第25回池坊酒井清風社中習作展
生きがいと創造の事業 ７部会作品展示会
第21回米沢興譲館高校美術部員・OB合同展
第12回デッサンの会「絵夢」作品展
第19回やまなみ会写真展
第39回米沢アンデパンダン展
第20回研美会絵画展
米沢水墨画同好会展
第11回彩りの会絵画展
第７回松本久男と華花四人展
九里学園 美術部展
第13回うきたむ水墨画展
市民ギャラリー自主事業 第２回米沢芸術作家「五人衆展」
書展みちくさ
第41回米沢水彩画展 （第64回公益(社)日本水彩画会米沢支部展）
第66回置賜地区高校美術展
第45回志遊会書展
米沢男声合唱団 第24回定期演奏会
ピアノ四重奏の夕べ ～映像とダンスと音楽と～

期間・期日
5/23㈯～5/24㈰
5/29㈮～5/31㈰
6/ 3㈬～6/ 8㈪
6/ 5㈮～6/ 8㈪
6/17㈬～6/22㈪
6/24㈬～6/29㈪
7/ 1㈬～7/ 6㈪
7/ 1㈬～7/ 6㈪
7/ 1㈬～7/ 6㈪
7/10㈮～7/12㈰
7/11㈯～7/12㈰
7/15㈬～7/20（月・祝）
7/22㈬～7/27㈪
7/29㈬～8/ 3㈪
7/29㈬～8/ 3㈪
8/ 5㈬～8/10㈪
8/19㈬～8/24㈪
6/13㈯
6/20㈯

会場
座の文化伝承館

市民ギャラリー

 
伝国の杜

 

展示

部門

ステージ

問合せ／文化課文化振興担当
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催
し
物

　

米
沢
元
気
村

　

収
穫
の
喜
び
を
親
子
一
緒
に
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

親
子
で
の

農
業
体
験
を
通
し
て
、
食
や
農
に
関

す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。　
■
開
村

式
／
５
月
23
日
㈯
６
時
30
分
〜　
■

会
場
／
松
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
東
側　
■
持
ち
物
／
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
、
帽
子
、
長
靴
、
軍
手
な

ど　
■
対
象
・
定
員
／
市
内
在
住
の

小
学
生
と
そ
の
家
族
・
25
組　
■
参

加
費
／
１
家
族
１
５
０
０
円　
■
申

込
方
法
／
電
話
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。　
■
申
込
締
切
／
５
月
13

日
㈬　
■
活
動
予
定
／
５
月
23
日
㈯
、

６
月
27
日
㈯
、
８
月
１
日
㈯
、
10
月

24
日
㈯
、
11
月
14
日
㈯
（
合
計
５
回

活
動
予
定
）
※
開
催
日
が
変
更
に
な

る
場
合
あ
り　
■
申
込
・
問
合
せ
／

農
業
委
員
会
事
務
局
農
政
振
興
担
当

　

ぶ
ら
り
米
沢
里
帰
り
春

　

四
季
折
々
の
魅
力
あ
る
体
験
と
交

流
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
米
沢
を
再

発
見
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
／
５
月
30
日
㈯
９
時
〜
18
時

30
分　

■
コ
ー
ス
・
定
員
／
①
満

喫
！
春
の
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
・
30
人
②
探
検
！
歴
史
と
産
業
の

足
跡
コ
ー
ス
・
30
人
③
体
験
！
癒
し

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
コ
ー
ス
・
20
人

※
全
体
の
交
流
会
が
あ
り
ま
す
。　

■
参
加
費
／
大
人
４
０
０
０
円
・
小

学
生
以
下
２
０
０
０
円　
■
申
込
締

切
／
５
月
15
日
㈮　
■
申
込
・
問
合

せ
／
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　

第
25
回
市
民
茶
会

　

初
め
て
の
人
に
は
茶
道
連
合
会
会

員
が
作
法
を
解
説
。
和
菓
子
と
抹
茶

を
い
た
だ
き
ま
す
。　
■
日
時
／
６

月
21
日
㈰
10
時
30
分
〜
15
時
※
お
菓

子
が
な
く
な
り
次
第
終
了　
■
会
場

／
座
の
文
化
伝
承
館　
■
席
料
／
無

料
（
要
茶
券
、
５
月
７
日
㈭
か
ら
配

布
）　
■
茶
券
配
布
所
／
座
の
文
化

伝
承
館
、
市
役
所
総
合
案
内
、
伝
国

の
杜　
■
持
ち
物
／
白
い
ハ
ン
カ
チ
、

白
い
靴
下　
■
問
合
せ
／
文
化
課
文

化
振
興
担
当
ま
た
は
座
の
文
化
伝
承

館
☎
（
23
）
８
０
０
９

　

よ
ね
ざ
わ
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ

　

旧
福
島
・
板
谷
・
米
沢
街
道
を
歩

く
「
敬
師
の
里
歴
史
街
道
ウ
ォ
ー

ク
」
で
す
。

■
日
時
／
６
月
28
日
㈰
７
時
受
付

くらし ナ ビ
お電話は22-5111まで

米沢市市民憲章

一、教養をたかめ、文化のまちを
　　つくりましょう。
一、勤労をたっとび、豊かなまちを
　　つくりましょう。
一、互いに助けあい、楽しいまちを
　　つくりましょう。
一、きまりを守り、公共物を愛し、
　　明るいまちをつくりましょう。
一、郷土を愛し、きれいなまちを　
　　つくりましょう。

■
集
合
場
所
／
市

役
所
正
面
玄
関

前　
■
対
象
／
成

人
で
健
康
な
人

（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
完
歩

で
き
る
人
）　
■
参
加
費
／
２
０
０
０

円
（
昼
食
・
入
浴
料
）　

■
定
員
／

50
人
（
先
着
順
。
初
日
で
定
員
に

達
し
た
場
合
は
抽
選
）　
■
申
込
期

間
／
５
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮　
■ 

内

容 

／
板
谷
街
道
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

（
ウ
ォ
ー
ク
）。
そ
の
後
、
昼
食
・
休

憩
と
歴
史
講
話
。
※
途
中
の
移
動
は

バ
ス
を
使
用　
■
申
込
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
・
体
育
課
体
育
振
興
担
当

　

募
集

　

市
庁
舎
内
の
広
告
掲
出

　

市
庁
舎
の
有
効
活
用
な
ど
の
た
め
、

市
庁
舎
で
広
告
掲
出
事
業
を
実
施
す

　毎年５月、10月を建設リサ
イクル法の強化月間と位置付け、
適正な分別解体や再資源化など
の実施に向けた取組を行ってい
ます。その一環として、市内一
斉パトロールを実施しますので、
ご協力ください。
■問合せ／
　建築住宅課指導管理係

５月は建設リサイクル法の
強化月間

５月は不法投棄及び
海岸漂着ごみ削減強化月間

　ごみをみだりに捨てると法律
で処罰されます。一人ひとりの
マナーと協力で、不法投棄をな
くし、地域の美しい環境を守り
ましょう。不法投棄を見つけた
ら、下記にご連絡ください。
■問合せ／不法投棄相談窓口：
環境生活課廃棄物対策担当
不法投棄110番：置賜総合支庁
環境課☎26-6034

広
告
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くらし ナ ビ 米沢市役所　〒992-8501 金池5丁目2-25　☎22-5111

　

広
告

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。　
■
日
時
／
５
月
22
日
㈮
13
時

30
分
〜　
■
会
場
／
市
役
所
Ｂ
棟
第

５
会
議
室　
■
申
込
方
法
／
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
５
月
20
日
㈬
17
時　

■
問
合
せ
／
財
政
課
管
財
係

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

で
発
表
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
団
体
や
個
人
が
、
普
段
の

活
動
成
果
を
発
表
す
る
お
祭
り
で
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
た
ち
の
活
動
成
果

を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。　
■
日
時
／

10
月
10
日
㈯
９
時
30
分
〜
17
時
、
10

月
11
日
㈰
10
時
〜
15
時　
■
会
場
／

市
営
体
育
館
及
び
駐
車
場　
■
参
加

内
容
／
ス
テ
ー
ジ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

屋
外
で
の
発
表
（
飲
食
コ
ー
ナ
ー
や

物
品
販
売
を
含
む
）　
■
参
加
条
件

／
発
表
内
容
が
生
涯
学
習
的
意
味

を
も
つ
こ
と
※
営

利
・
宗
教
団
体
と

み
ら
れ
る
場
合
は
、

参
加
を
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法
／
参
加
申
込
書
（
要
問

合
せ
）
を
申
込
先
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。　
■
申
込
締
切
／
５
月
22
日

㈮　
■
そ
の
他
／
参
加
団
体
は
、
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
は
参
加
料
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
金
額
は
後
日
実

行
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
（
昨
年
は

１
団
体
３
０
０
０
円
）。　
■
申
込
・

問
合
せ
／
社
会
教
育
・
体
育
課
生
涯

学
習
担
当

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体

　

協
議
会
親
子
記
者

　

８
月
９
日
に
行
わ
れ
る
長
崎
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
な
ど
を

夏
休
み
に
親
子
で
取
材
し
て
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
間
／
８
月
８
日
㈯
〜
11
日
㈫　

■
対
象
・
定
員
／
全
国
の
加
盟
自
治

体
か
ら
、
小
学
４
〜
６
年
生
１
人

と
そ
の
保
護
者
１
人
・
９
組
※
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選　
■
参
加
費

補
助
／
①
航
空
・
鉄
道
往
復
運
賃
②

ホ
テ
ル
の
宿
泊
代
③
取
材
補
助
経
費

（
１
万
円
）
※
食
費
な
ど
は
含
み
ま

せ
ん
。　
■
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
先
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。【
記
入
事
項
】
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
学
年
、
小
学
校
名
、

電
話
番
号
、
保
護
者
の
氏
名
、
性
別
、

平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
【
送

付
先
】
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
事
務
局
〒
８
５
２
―
８
１
１
７
長

崎
市
平
野
町
７
―
８
（
長
崎
市
平
和

推
進
課
内
）【
電
子
メ
ー
ル
】info@

nucfreejapan.com

　
■
応
募
締
切

／
５
月
13
日
㈬
※
郵
送
の
場
合
、
当

日
消
印
有
効　
■
問
合
せ
／
日
本
非

核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務
局
☎

０
９
５
（
８
４
４
）
９
９
２
３
ま
た

は
総
務
課
総
務
担
当

　

環
境

　

野
積
み
堆
肥
の
適
正
管
理
を

　

農
作
物
の
生
育
に
有
用
な
堆
肥
で

す
が
、
野
積
み
状
態
で
管
理
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
と
、
悪
臭
、
害
虫
の

発
生
や
汚
水
の
地
下
浸
透
な
ど
生
活

環
境
の
悪
化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
で
畑
作

な
ど
を
行
っ
て
い
る
人
も
、
次
の
事

項
に
注
意
し
、
堆
肥
の
適
正
管
理
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

堆
肥
の
運
搬
・
購
入
は
必
要
最

低
限
の
量
と
し
、
速
や
か
に
耕

作
地
へ
撒
い
た
上
で
作
付
け
す

る
。

・ 

や
む
を
得
ず
、
耕
作
地
な
ど
で

堆
肥
を
保
管
す
る
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
、
堆
肥
全
体
を
防
水

シ
ー
ト
で
覆
い
、
強
風
で
飛
ば

さ
れ
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

■
問
合
せ
／
環
境
生
活
課
環
境
担

当
・
農
林
課
農
畜
産
担
当

　

道
路
側
溝
汚
泥（
市
内
20
か
所
）

　

放
射
能
濃
度
と
空
間
放
射
線
量

　
各
測
定
地
点
の
調
査
結
果

・ 

放
射
能
濃
度
：
１
㎏
あ
た
り
22

〜
８
９
０ 

ベ
ク
レ
ル

・ 

空
間
放
射
線
量
：
１
時
間
あ
た

り
０
・
０
４
〜
０
・
０
８
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
側
溝
汚
泥
の
直
上
１
ｍ
を
計
測
）

　

放
射
能
濃
度
は
、
本
市
が
受
け
入

テーマ   看護の心をみんなの心に
健康教室
■日時／５月14日㈭10時～12時
■会場／売店横スペース
■内容／①骨粗しょう症につい
　て（骨密度測定・栄養指導）　 
　②血圧測定③ハンドマッサー
　ジ④転倒予防体操・体脂肪測
　定⑤看護師の似顔絵展示
吹奏楽ミニコンサート
■日時／５月14日㈭19時～
■会場／１階外来待合
ふれあい看護体験
■日時／５月15日㈮
　　　　８時30分～15時
■会場／講義室・各病棟
■問合せ／
　市立病院総務課☎22-2450

看護週間が始まります
５月10日㈰～16日㈯ 
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広
告

れ
て
い
る
災
害
廃
棄
物
な
ど
の
埋

立
て
基
準
値
で
あ
る
１
㎏
あ
た
り

４
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
（
国
の
基
準
値

は
１
㎏
あ
た
り
８
０
０
０
ベ
ク
レ

ル
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
空
間
放

射
線
量
は
、
周
辺
の
放
射
線
量
と
変

わ
ら
ず
人
体
の
健
康
に
影
響
の
あ
る

レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
会

な
ど
で
計
画
し
て
い
る
側
溝
清
掃
等

は
予
定
ど
お
り
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
構
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
清
掃
後
の

汚
泥
処
分
は
市
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
■
問
合
せ
／

環
境
生
活
課
廃
棄
物
対
策
担
当

　

カ
モ
シ
カ
に
気
を
付
け
て

　

カ
モ
シ
カ
は
国

の
天
然
記
念
物
と

し
て
保
護
さ
れ
て

い
る
た
め
、
捕
ま

え
た
り
殺
し
た
り

す
る
と
罰
せ
ら
れ

ま
す
。
カ
モ
シ
カ
に
は
出
産
期
（
５

〜
６
月
）
と
繁
殖
期
（
９
〜
11
月
）

が
あ
り
、
主
に
早
朝
と
夕
方
に
人
家

の
近
く
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
通
常
は
人
を
襲
い
ま
せ
ん
が
、

近
づ
き
す
ぎ
る
と
攻
撃
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
カ
モ
シ
カ
を
見
つ
け
た
ら

　

カ
モ
シ
カ
は
し
ば
ら
く
す
る
と
山

へ
帰
る
の
で
様
子
を
見
て
く
だ
さ
い
。

必
要
以
上
に
接
近
す
る
と
、
カ
モ
シ

カ
が
興
奮
し
、
突
進
し
て
く
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
刺
激
的
な
行
動
は
避

け
て
く
だ
さ
い
（
子
ど
も
の
カ
モ
シ

カ
に
も
近
づ
か
な
い
）。
ま
た
、
野

生
復
帰
が
困
難
に
な
る
た
め
、
捕
獲

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
負
傷
し
た
カ
モ
シ
カ
の
と
き
は

　

動
か
さ
ず
速
や
か
に
文
化
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ぐ
っ
た
り
し
て

い
る
場
合
で
も
、
突
進
し
て
角
で
突

か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
カ
モ
シ
カ
が
死
ん
で
い
た
ら

　

検
死
な
ど
の
手
続
が
あ
り
ま
す
。

文
化
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
文
化
課
文
化
財
担
当

　

そ
の
他

　

米
沢
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
内

　

広
場
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

運
動
用
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。　
■
使
用
可
能
期
間

／
５
月
中
旬
〜
10
月
末
（
予
定
）

■
問
合
せ
／
下
水
道
課
施
設
管
理

係
（
米
沢
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
）
☎

（
37
）
６
１
７
５

　

特
定
計
量
器
定
期
検
査

　
（
は
か
り
検
査
）事
前
調
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

は
、
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

事
業
所
に
お
伺
い
し
て
計
量
器
の
台

数
な
ど
を
把
握
す
る
ほ
か
、
文
書
や

電
話
等
に
よ
る
事
前
調
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
検
査
期
間
／
５
月
11
日
㈪
〜
22
日

㈮　
■
問
合
せ
／
商
工
課
商
業
振
興

担
当

　

平
成
27
年
度
分

　

所
得
額
証
明
書
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
分
所
得
額
証
明
書
※

（
平
成
26
年
度
中
の
所
得
額
）
の
交

付
は
、
６
月
15
日
㈪
か
ら
で
す
。
た

だ
し
、
平
成
27
年
度
の
市
・
県
民

税
額
の
全
て
が
特
別
徴
収
（
勤
務
先

の
給
与
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
る
人
は
、

５
月
15
日
㈮
か
ら
交
付
で
き
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
平
成
27
年
１
月
１
日

現
在
で
住
民
登
録
を
し
て
い
た
市
町

村
で
交
付　
■
問
合
せ
／
税
務
課
市

民
税
係

❶ 子どもと高齢者の交通事故を
防止しましょう。
❷ 飲酒運転は「しない、させな
い、許さない」を徹底しましょ
う。

・  家庭、地域、職場で声掛けして、

飲酒運転を根絶しましょう。

❸ 道路横断中の事故を防止しま
しょう。

【歩行者】
・  左右の安全をしっかり確認して

から横断しましょう。

・  夕暮れから夜間の外出時は、夜

光反射材を身に着けましょう。

【運転者】
・  一時停止して歩行者を横断させ

ましょう。

・  脇見運転をせずに、前を見て運

転に集中しましょう。

❹自転車事故を防止しましょう。
・  交差点では、しっかり止まって

はっきり確認を実践しましょう。

・  車道では左側を通行し、歩道を

通行する時は歩行者優先でいつ

でも止まれるようにしましょう。

・  整備不良、二人乗り、無灯火、

傘差し、携帯電話等の操作、ヘッ

ドホンを使用しながらの危険な

運転は絶対にやめましょう。

❺ 全ての座席でシートベルト・
チャイルドシートを正しく着
用しましょう。 

春の交通安全出発式
■日時／５月11日㈪７時～
■会場／伝国の杜

なせば成る交通事故死ゼロ作戦
■日時／５月20日㈬16時～
※ 市役所前・ヨークベニマル成島

店前歩道の２か所で、プラカー

ドを掲げて呼びかけます。

■問合せ／
　環境生活課生活安全担当

春の交通安全県民運動
５月11日㈪～20日㈬

ホンダ最新
ガスパワー！
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広
告

　

都
市
計
画
の
変
更

　

米
沢
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区

（
産
業
用
地
保
全
地
区
）
を
変
更
（
追

加
）
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
■
問
合
せ
／

都
市
計
画
課
計
画
係

　

米
沢
市
公
式
フ
ェ
イ
ス

　

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
本
格
稼
働

　

米
沢
市
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
は
、
４
月

か
ら
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

今
後
も
本
市
の
市
政
情
報

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。【
ア
ド
レ
ス
】

https://w
w
w
.facebook.com

/
city.yonezaw

a　

■
問
合
せ
／
総
合
政

策
課
情
報
シ
ス
テ
ム

担
当

　

住
宅

　

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

　

入
居
者
募
集

　

こ
の
住
宅
は
、
山
形
県
知
事
の
認

定
を
受
け
た
「
高
齢
者
向
け
優
良
賃

貸
住
宅
」
で
入
居
者
の
所
得
に
応
じ

て
家
賃
の
一
部
を
本
市
が
補
助
し
ま

す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で
き

る
よ
う
整
備
さ
れ
た
賃
貸
住
宅
で
あ

り
、
福
祉
施
設
と
は
異
な
り
ま
す
。

■
入
居
資
格
／
60
歳
以
上
の
高
齢
単

身
者
、
ま
た
は
ど
ち
ら
か
が
60
歳
以

上
の
夫
婦
世
帯
で
、
自
立
し
た
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
人　
■
問
合

せ
／
建
築
住
宅
課
指
導
管
理
係

　３月に病棟の診療科の組合せを見直し、効率的な医療の提供・より良い療養環
境を提供することを目指し病棟再編を行いました。

７階東病棟
　外科病棟から循環器病棟となり、循環器内科で内科的治療を受ける患者さんと
心臓血管外科で心臓・血管手術を受ける患者さんが同じ病棟に入院することにな
りました。特に狭心症や閉塞性動脈硬化症などの血管病は術後の内科的治療や指
導が重要で、手術後の早期から指導やリハビリを受けられるようになります。
５階東病棟
　循環器内科病棟から外科・消化器外科・乳腺外科病棟となり、消化器外科の患
者さんと５階西病棟の消化器内科の患者さんが同一階に入院することになりまし
た。
４階東病棟
　小児科・泌尿器科に耳鼻咽喉科が加わり小児の患者さんに
とっては、より治療や看護管理を受けやすくなりました。

　疾患専門の病棟及び同一階ならではの特徴を活かし、安全
で効率的なチーム医療の充実を図り、より良い療養環境を提
供できるよう努力してまいります。

高齢者向け優良賃貸住宅

※共益費・駐車場料金　別途、いずれの団地もエレベーター設置

団地名・所在地

メゾンデュモンド
（門東町）

いきいき館陽だまり
（駅前３丁目）

間取り

１LDK

１LDK

募集期間

５月１日㈮
～９日㈯

先着順

申込先

相田建設㈱
☎23-6510

㈲西山不動産
☎22-4334

戸数

１

２

階数

１

１・２

家賃

31,900円～
（収入により決定）

31,400円～
（収入により決定）

教えて！市立病院　vol.31米沢市くらしの便利帳
                      の訂正がありました
34ページ表「こんなとき」１段目
「はり、灸、マッサージなどの
施術行為、柔道整復師の施術行
為」を削除

34ページ表３段目「入院時の食
事代の標準負担額」
　　住民税非課税世帯→　　住
民税非課税世帯及び70歳以上で
低所得Ⅱの人

85ページ「市指定避難場所」
中部コミュニティセンター（丸
の内2-1-35☎26-4300）を追加

136ページ
　　愛宕神社雨乞の碑→　　鷹
山公雨乞の碑
■問合せ／
　秘書広報課広報広聴係

誤

誤 正

正

市立病院総務課経営企画室☎22-2450

㈰
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前
米
沢
市
長
の
髙
橋
幸
翁
氏
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た

　

第
28
〜
32
代
米
沢
市
長
・
髙
橋
幸
翁
氏
が

３
月
30
日
、
入
院
先
の
病
院
で
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
81
で
し
た
。

　

故
髙
橋
氏
は
昭
和
34
年
５
月
に
米
沢
市
議

会
議
員
に
初
当
選
し
、
12
年
間
市
議
会
議
員

を
務
め
ま
し
た
。
昭
和
50
年
４
月
か
ら
は
山

形
県
議
会
議
員
を
務
め
、
昭
和
58
年
12
月
、

米
沢
市
長
に
当
選
、
以
来
５
期
20
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
、
市
勢
の
発
展
に
力
を
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
特
に
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
、

米
沢
八
幡
原
中
核
工
業
団
地
の
企
業
誘
致

を
推
進
し
、
本
市
の
安
定
し
た
産
業
基
盤

を
築
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
事

業
、
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
、
国
道
１
２
１
号
大
峠
ト
ン

ネ
ル
や
山
形
新
幹
線
の
開
通
に
よ
る
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
促
進
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
元
年
の
「
米
沢
市
制
百
周
年

事
業
」、
平
成
４
年
の
「
べ

に
ば
な
国
体
」、
平
成
13

年
の
「
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
次
々
と

成
功
に
導
く
と
と
も
に
、

「
伝
国
の
杜
」
を
建
設
す

る
な
ど
、
米
沢
の
歴
史
・

文
化
の
魅
力
を
内
外
に
発

信
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
潟
県
旧
六

日
町
、
沖
縄
県
沖
縄
市
、

愛
知
県
東
海
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
、
米
沢
市
国
際

交
流
協
会
の
設
立
も
実
現

さ
れ
ま
し
た
。

昭和34年～46年 米沢市議会議員昭和34年～46年 米沢市議会議員
昭和50年～54年 山形県議会議員昭和50年～54年 山形県議会議員
昭和58年 米沢市長就任昭和58年 米沢市長就任
この間、置賜広域行政事務組合理事長、全国市長会理事、この間、置賜広域行政事務組合理事長、全国市長会理事、
東北市長会副会長、山形県市長会会長、全国特別豪雪地帯東北市長会副会長、山形県市長会会長、全国特別豪雪地帯
対策協議会会長などを歴任対策協議会会長などを歴任

平成元年、市制100周年記念植樹（市役所前）

平成４年に開催された「べにばな国体」での様子（市営体育館）

平成13年  米国イオンド大学名誉博士号（社会学）を平成13年  米国イオンド大学名誉博士号（社会学）を
授与される授与される

平成15年 全国市長会特別功労表彰平成15年 全国市長会特別功労表彰
 米沢市長退任 米沢市長退任
平成16年 東北市長会表彰平成16年 東北市長会表彰
 総務大臣表彰 総務大臣表彰
 旭日中綬章受章 旭日中綬章受章

経　歴

　

故
髙
橋
氏
は
、「
明
朗
・
親
切
・
公
平
」

を
行
政
運
営
の
信
条
に
掲
げ
ら
れ
、
卓
越
し

た
見
識
と
不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て
市
政
運

営
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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市
の
商
工
課
が
企
画
し
た
「
明
日
の
大
樹
」
と

い
う
本
が
、
間
も
な
く
市
内
の
全
中
学
生
に
配

ら
れ
ま
す
。
こ
の
本
は
三
つ
の
物
語
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
米
沢
市
の
姉
妹
都

市
・
東
海
市
の
農
業
青
年
が
自
分
の
畑
に
ト
マ

ト
を
植
え
て
今
日
の
カ
ゴ
メ
に
な
っ
た
話
。
二

つ
目
は
高
畠
町
の
醤
油
屋
の
息
子
さ
ん
が
家
業

の
倒
産
に
め
げ
ず
ジ
ャ
ム
作
り
を
始
め
、
今
の

セ
ゾ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
な
っ
た
話
。
三
つ
目

は
米
沢
で
夫
婦
の
始
め
た
印
刷
所
が
、
後
に
特

殊
技
術
を
開
発
し
な
が
ら
現
在
の
精
英
堂
印
刷

に
な
っ
た
話
。
子
ど
も
た
ち
に
都
会
で
は
な
く

地
方
で
小
さ
く
ス
タ
ー
ト
し
た
企
業
が
、
困
難

を
乗
り
越
え
な
が
ら
大
き
く
な
っ
た
様
子
を
紹

介
し
、
地
元
で
頑
張
る
生
き
方
に
も
目
を
向
け

て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　

六
月
に
は
米
沢
の
、
工
業
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
、

農
業
、
観
光
の
各
業
界
で
「
自
分
で
仕
事
を
始
め

た
」
若
い
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
若
い
人
た
ち
が

地
元
を
離
れ
る
大
き
な
理
由
に
「
地
元
に
働
く
場

所
が
な
い
」「
地
元
で
は
自
分
の
力
を
発
揮
で
き

な
い
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
企

業
誘
致
も
大
事
で
す
が
、
望
む
よ
う
な
仕
事
が

な
け
れ
ば
、
よ
そ
で
し
ば
ら
く
修
行
し
て
か
ら

戻
り
、
地
元
で
仕
事
を
起
こ
す
、
力
を
発
揮
す

る
と
い
う
道
も
あ
る
は
ず
で
す
。
今
年
入
っ
た

市
職
員
た
ち
に
も
、
こ
の
ま
ち
で
自
分
の
力
を

十
二
分
に
発
揮
す
る
よ
う
激
励
し
ま
し
た
。

安
部　

三
十
郎

市民交流ひろばは市民の皆さ
んと作るページです。ご意見
やご感想をお寄せください。

今月のクイズ　

Voice
　広報よねざわに寄せられた、
ご意見、ご感想を紹介します。

　 猿害対策といった獣害の問題
を取り上げてのコメントはい
いと思います。町場でも考え
ていかねばならないと思いま
す。（60代・男性）

　 自然と歴史がいっぱいの米沢
です。米沢の動植物や史跡の
新たな情報をお願いします。
（女性）
　 表紙の写真がとてもほほえま
しい絵があり、良い感じです。
誌面の中で挿絵とかイラスト
で目立たせる工夫などはいか
がでしょうか。（70代・女性）

　４月から放送が始まったNHK木曜時代劇
「かぶき者慶次」。皆さんはご覧いただいて
いますか？
　今回は、「米澤前田慶次の会」ボランティ
ア案内人の竹田実さんに、番組の感想や慶
次の魅力について語っていただきました。

竹田実さん
（万世町牛森）

　いよいよ放送が始まりました。感想は？
　逸話や言い伝えが多い慶次。物語として、
どのように慶次を取り上げるのかを注目し
ています。撮影現場にもおじゃまし、俳優
を間近に見て今後がますます楽しみになり
ました。番組を見た全国の人が米沢に来て
くださることを願っています。

　慶次の会では、どのような活動をしてい
ますか？

　NHK大河ドラマ「天地人」が放送された年に設立されましたが、
これまで没400回忌をはじめ、様々なところで案内や史跡周辺の整
備を行ってきました。今回の放送で、さらに多くの観光客がいらっ
しゃることを想定して、ガイドの研修会も開催しています。

　市民の皆さんにメッセージをお願いします！
　強きをくじき、弱きを助けた慶次。「天下のかぶき者」と言
われていますが、多才な人物であったと思います。私たちもそ
のような慶次の魅力を伝えるため、さらにバージョンアップ
してガイドしたいと思います。今年は６月４日㈭11時から善
光寺で404回忌の供養祭が行われます。ぜひこの機会に、慶
次についてもっと知ってもらいたいですね。

　米沢に来た慶次は、誰の家臣として仕えてい
たのでしょう？ 正解者から抽選で３人に、慶次
の一生や史跡を紹介した「前田慶次ゆかりの里

堂森」（提供：米澤前田慶次の会）をプレゼントします。
❶上杉謙信　❷上杉景勝　❸上杉鷹山

■ 応募方法／はがきにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
電話番号、広報の感想を書いてお送りください。
■応募締切／５月13日㈬　※当日消印有効
■当選者発表／６月１日号
■宛先／〒992-8501 金池５丁目2-25  秘書広報課広報広聴係

今を輝く人に聞く

まちひと
インタビュー

ガイドを希望する場合は、米沢観光物産協会☎21-6226まで
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表 紙

解 説

第８回

従
じゅ

三
さん

位
み

上
うえ

杉
すぎ

曦
ぎ

山
ざん

公
こう

之
の

碑
ひ

（丸の内一丁目）
　

今
回
は
、
松
が
岬
公
園
の
北
東
隅
の
土
塁

に
建
つ
巨
大
な
石
碑
、
従
三
位
上
杉
曦
山
公

之
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

第　　

代
藩
主上う

え

杉す
ぎ

斉な
り

憲の
り

の
顕
彰
碑　

　
「
曦
山
」
は
、
上
杉
斉
憲
の
号
で
す
。
斉
憲

は
、
天
保
10
年
（
１
８
３
９
）
に
20
歳
で
第

12
代
米
沢
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
幕
末
の
動

乱
期
に
は
将
軍
家い

え

茂も
ち

に
従
っ
て
上
洛
し
、
京

都
警
備
を
担
当
。
聡
明
な
藩
主
と
し
て
朝
廷

と
幕
府
の
信
望
も
厚
く
、
左さ
こ
の
え
ご
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

近
衛
権
中
将
に

任
命
さ
れ
、
幕
府
か
ら
は
屋や

代し
ろ

郷ご
う

３
万
石
を

賜
っ
て
米
沢
藩
は
18
万
石
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
戊
辰
戦
争
で
は
、
会
津
と
の
深

い
縁
な
ど
か
ら
新
政
府
軍
と
敵
対
す
る
側
と

な
り
官
位
は
停
止
。
降
伏
後
の
処
分
で
隠
居

と
４
万
石
の
召
上
げ
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
後
、
旧
米
沢
藩
士
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
、
卓
越
し
た
旧
藩
主
の
汚
名
を
雪そ
そ

ぐ
活
動
が
行
わ
れ
、
明
治
13
年
に
は
従じ

ゅ

四し

位い

に
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。
更
に
明
治
20
年

に
正
し
ょ
う
四し

位い

、
明
治
22
年
４
月
に
従
三
位
に
昇

進
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
様
子
は
友と
も

田だ

昌ま
さ

宏ひ
ろ

著
『
戊ぼ

辰し
ん

雪せ
つ

冤え
ん

』（
講
談
社
現
代
新
書
）
に

詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

斉
憲
は
、
従
三
位
昇
進
間
も
な
い
５
月
20

日
に
死
去
、
享
年
70
で
し
た
。
そ
し
て
明
治

24
年
、
旧
藩
士
た
ち
に
よ
っ
て
、
斉
憲
の
遺

徳
を
し
の
ぶ
巨
碑
が
米
沢
城
本
丸
跡
に
建
立

さ
れ
た
の
で
す
。

一
流
の

学
者
・
書
家
・
石
工
の
名
が　

　　

正
面
の
題
字
は
、
陸
軍
大
将
兼
参
謀
総
長

で
書
道
に
優
れ
た
有あ
り
す
が
わ
の
み
や
た
る
ひ
と
し
ん
の
う

栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
筆

で
す
。
裏
面
の
斉
憲
の
経
歴
は
勝か
つ

安あ

房わ

（
海

舟
）
の
撰せ

ん

文ぶ
ん

で
、
明
治
の
三
書
家
と
し
て
名

高
い
金か

な

井い

之ゆ
き

恭や
す

が
書
し
、
江
戸
の
名
石
工
・

宮み
や

亀き

年ね
ん

が
刻
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
清
国
公
使

の
李り

経け
い

方ほ
う

が
斉
憲
の
功
績
を
讃
え
た
銘
（
四

言
の
韻
文
）も
添
え
ら
れ
る
な
ど
、当
代
き
っ

て
の
名
士
・
名
工
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
経
歴
は
実
質
的
に
は
旧
米
沢
藩

士
で
昇
進
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
宮
島
誠
一

郎
が
起
草
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

巨
石
は
横
川
か
ら

市
民
の
協
力
で
運
搬　

　　

石
碑
は
高
さ
約
３
０
５
㎝
、
幅
約
１
６
３

㎝
、
厚
さ
98
㎝
。
土
台
の
石
だ
け
で
も
高
さ

約
１
６
０
㎝
と
、
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。

中
で
も
碑
文
を
刻
む
棹さ
お

石い
し

は
、
東

ひ
が
し
す
も
も
や
ま

李
山
の
横

川
（
大
お
お
だ
い
ら平
集
落
の
奥
）
で
見
つ
か
っ
た
巨
石

で
、
予
算
書
に
は
総
予
算
四
千
円
の
う
ち
、

棹
石
運
送
費
が
千
円
と
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
巨
石
を
山
奥
か
ら
運
び
出
す
の
は
難

航
し
た
よ
う
で
、
南
原
住
民
の
お
手
伝
い
、

米
沢
中
学
や
興
譲
学
校
の
生
徒
の
応
援
な

ど
、
市
民
の
協
力
を
得
て
よ
う
や
く
運
搬
さ

れ
ま
し
た
（
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
・
竹
た
け
の
ま
た俣
家

文
書
）。

上杉㬢山公之碑

幼

　　　　　　　　　　　　　　一生青春宣言！　
一晩降り続いた雨も上がり、暖かい春の日差しに包まれ始めた朝、細谷さんご夫婦に河川敷
を歩いていただきました。「もうじき桜が咲いて賑やかになるなぁ」と会話を交わしながら
ゆっくり歩いて行くお二人の周りには、とても穏やかな時間が流れていました。（４月15日撮影）

12

江戸時代は「御
ご

三
さん

階
かい

」と称された隅
すみやぐら

櫓が建っていた場所。そこに石碑が建
てられ、現在は桜の名所として賑わっています。


